
２０１６年４月１日（金）9：00～新しく指定管理団体に指名されました「市民活動ネット・チーム長岡京」

の運営による新「市民活動サポートセンター」がオープン致しました。 

        

山田 和美理事長の決意 

 ２１世紀を迎えた日本は、低成長成熟社会並び 

に少子高齢社会の中で、様々な課題が私達の市民 

生活に影を落としています。子育て支援、高齢者 

支援、障がいを持つ方への支援、更には環境保全、 

居場所作りとその課題は多岐にわたり、これ等の 

課題改善に向けては行政に頼るだけではもはや限 

界があります。行政と市民活動団体がしっかりと 

連携し、協働を進めて行く事が大きく求めれてい 

ます。 

 私達「市民活動ネット・チーム長岡京」は、 

そうした地域の課題を少しでも改善して行こうという熱い志を持って、永年活動を展開してきた１２団体が

結束して、新たな任意団体（将来的には法人化を検討）を結成し、この度市民活動サポートセンターの運営

を担うこととなりました。 

 現在、市民活動サポートセンターに利用登録を頂いている団体は１００団体を超える数になっています。

そうした市民活動団体の活動を側面的にサポートさせて頂くのが私達「市民活動サポートセンター」の役割

であると認識しています。 

それぞれの市民活動団体が、相互に交流しあったり、連携して活動を展開することによって、それぞれの

活動が更に発展し課題の改善に繋がっていくことを願って、そうした交流・連携の機会を定期的に開催して

参りたいと考えています。 又、新たに活動を始めたいと考えている方々に様々なかたちで相談・アドバイ

スを行い、市民活動の裾野を更に広げていく活動も積極的に行って参りたいと考えます。 

こうした実際に市民活動を実践している団体が共同して中間支援の役割を果たして行こうという試みは、

京都府下でも先駆的な取り組みとして注目を集める存在となっています。 

この度サポートセンターの運営を担って行く為に、新たに採用したスタッフの皆さんと共に、役職員が一

丸となって、地域での課題解決に向けた大きな可能性に挑戦して参りたいと考えています。 

皆様のご支援ご指導を宜しくお願い申し上げます。 

 

「長岡京サポセン通信」への市長からのメッセージ    長岡京市長 中小路 健吾 

長岡京市においても、「住みたい 住み続けたい 悠久の都 長岡京」を目指した「第４次 

総合計画」が今春よりスタートを切りました。 その中で、私自身は、人口減少や少子高 

齢化など本市を取り巻く環境の変化を見据え、「定住の促進」「交流の拡大」「まちの新陳 

代謝」という３つの大きな戦略目標を定めました。 そして、これら目標に向かって様々な 

施策を展開してくために必要不可欠な要素こそが「対話」と「協働」だと考えています。 

 まちの課題を他人事ではなく自分事として向き合い、共有した目標に向けて市民と行政がスクラムを組んで

取り組むことが必要です。 幸いにして、長岡京市においては、先人たちのご努力もあり、環境や福祉など多

様なテーマに取り組む市民活動や自治会などの地域活動が活発に行われてきました。 

 時同じくして、市民活動サポートセンターは、４月から「市民活動ネット・チーム長岡京」の管理運営のも

と、新たな出発を果たされました。 本市における市民活動や地域活動の交流拠点としての役割を超え、市内

外の多様な活動をつなぐ結節点として、さらなる飛躍を期待しています。 
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市民活動サポートセンターの利用について（お願い） 

 

指定管理を任された「市民活動ネット・チーム長岡京」からご登録団体様に、ご利用についてのお願いです。 

 

１．団体登録について（2016 年度団体登録を受け付け中です、早期に登録を御願いします。） 

長岡京市立総合交流センター市民活動サポートセンター管理運営要綱に定められた条件を満たした団体が

登録できます。従って、活動の目的が、 

① 特定の個人や事業者の収入を得ようとし、また宣伝しようとするものでないこと。 

② 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することでないこと。 

③ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することでないこと。 

詳細は、サポートセンター備え付けの管理運営要綱をご確認ください。 

２．事務所営業時間について 

平日：9：00～18：00  土・日・祝：10：00～15：00  は職員が在籍しているので、相談等に対応致

しますが、時間外は大変ご迷惑をおかけしますが職員不在での利用となります。 

但し、ミーティングスペースは 21：30 までご利用いただけます。 

３・ミーティングスペースの予約について 

  月初に 3 ケ月前のミーティングスーペスの予約が来ます。バッチングの場合は抽選とします。 

  スペースは、もみじ（通常 12 名定員）・きりしま（通常 12 名定員）・ぼたん（通常 6 名定員）あじさい（通 

  定 4 名定員）の４スペースです。使用料は、無料です。 

4・刷機・コピー機のご利用について 

ご利用は平日 9：00～17：45 まで、土・日・祝は 10：00～14：45 の営業時間内でお願いします。 

今まで印刷機をご利用いただく場合、紙をご持参いただいておりましたが、サポートセンターにも備えつけ

ておりますのでご利用ください。 

使用協力金 

備品名 単位 使用協力金 備考 

コピー機（白黒／２色） 1 枚 10 円 B5・A4・B4・A3 

コピー機（フルカラー） 1 枚 30 円 B5・A4・B4・A3 

印刷機マスター 1 枚 50 円  

印刷機インク（黒・赤・緑） 1 枚 1 円  

印刷用紙 1 枚 1 円 B5・A4・B4・A3 

紙折機 1 回 100 円  

5・備品の貸出について 

サポートセンターには机や椅子を保有していますが、サポートセンター内で使用することを目的としており、

基本的には余っている場合に限り貸出しを行っています。 

従って、事前に予約を戴いていても、サポートセンター内の使用に支障をきたす場合は、お断りすることが

あります。 

6・登録団体のＰＲについて 

  団体が希望すれば、サポートセンターに備え付けのファイルにチラシ等を置いて頂けます。 

 

是非一度、新しく変わった市民活動サポートセンターにお立ち寄りください。 

市民活動団体とともに歩むサポートセンターを目指しています。 


